
PF1-U3S

このたびは、弊社製品をお買い上げいただき、まこと
にありがとうございます。
ご使用の前にこの「取扱説明書」をよくお読みのうえ
正しくお使いください。とくに「安全上の注意」は必
ずお読みください。
お読みになったあとは、いつでも取り出せるところに
必ず保管してください。

　　　　　必ずお守りください。
　金具の設置には特別な技術が必要ですので、必ず専門
　の取り付け業者へご依頼ください。お客様による工事
　は一切行わないでください。

　販売店様、工事店様へ
●高さ調整のロックノブを引く際は、ポールを持たずに必ずハンガーの部分を
持ち上げてから、ロックを解除してください。
●高さ調整作業は、必ずディスプレイを取り外してから行ってください。
●作業は必ず２名以上で行ってください。
●取扱説明書で指定しているネジや固定具は全数を確実に固定してください。

スタンドの高さ調整、または移動の作業を行う際は十分に安全に
ご注意ください。不注意、または誤った取り扱いをすると、
人が死亡または重症を負うなどの事故の原因となります。
大地震など、想定外の要因により万が一転倒しても、人的被害が発生しない
場所に設置してご使用ください。
また、地震発生の際には、すみやかに本製品から離れてください。

フラットベースディスプレイスタンド

型番　PF1-U3S
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■本製品を組み立てる際に準備いただく工具類

■本製品の内容物

スタンドベース

フラットベースパーツ（前部）
2枚セット

ヘッドアセンブリー

ポスト

カバー

フラットベースパーツ（後部）
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■PSB-U3（ディスプレイ取り付けブラケット部分）の内容物

■PF1-U3Sの寸法図

単位:mm

たてブラケット

よこブラケット
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スタンドのベースとポストを組み立てます。
図のようにベース部分を並べます。

　　重量がありますので手指などを挟まないように注意してくだ
　　さい。

下記の図のようにベース部分を組み立てます。
（F）のポスト部分と（A）のベース部分のビス穴の位置は、前
後があり、図のようにベース部分に「FRONT」と刻印されてい
る方向が、ポストの正面になる向きです。これらは（N）のボル
トと（Q）のワッシャを使って固定します。

■スタンドのベース部分の組み立て

1
■スタンドのポスト部分の確認
まず、下図の高さ調整ノブについている輸送用のバンドをとりは
ずし、ノブを引っ張りると、ストッパーのピンのロックがフリー
になります。その状態で内側の柱が伸縮でき高さが調整できるこ
とを確認してください。
ノブは右または左に90度ずつ回転でき、ロックがフリーの状態
で保持させることができます。

　　組み立てる前に内側の柱を2段目以上の位置にセットしてお
　　いてください。

■スタンドのベースとポストの組み立て

2

次に、「スタンドのベース部分の組み立て」で組み立てたポスト
部分を組み合わせたベースプレートの上に載せます。

　　組み立てる際に多少のキズがつくことがあります。気になる
　　ようでしたら、この仮締めの段階でややコシのある紙をはさ
　　むなどしてください。

次に、ベースプレートとポスト部分のベース部分を重ねたネジ位
置が重なるようにして、（L）のサラネジで12箇所の仮締めしま
す。

　　最初から本締めしてねじ山を潰さないようにしてください。

全てのネジがスムーズに取り付くことが確認できたら、Lレンチ
でしっかりと固定します。

3

刻印の方向

4



取扱説明書型番 : PF1-U3S

6

次に、ポストのノブ②を引っ張りながら、③のように90°回転さ
せると内部ピンがフリーになります。
この状態で内側のポストを引き上げてお好みの高さの位置になり
ましたらポストのノブを90°ゆっくり戻し、内部のピンがカチン
という音がしてノブが戻れば完了です。

　　本製品の耐荷重を超えた重量を持ったディスプレイを取り付
　　けることは人体に対して深刻な事故や本製品の破損が生じる
　　ことがありますので絶対に避けてください。

　　本製品の耐荷重は90.7kgです。本製品に取り付けるディス
　　プレイおよびブラケット、アクセサリーシェルフや搭載する
　　機器の合計がこの重量を超えないようにしてください。
　

6

■ヘッドアセンブリーの組み立て
下記の図のようにヘッドアセンブリー部分を組み立てます。
まず、ヘッドアセンブリーについているロック機構部分のあるほ
うが上になります。
図のように、ポストの内側のレールにヘッドアセンブリーのブラ
ケットのタブを滑り込ませるようにセットします。①
次に、（L）のボルトを付属の（K）Lレンチで4ヶ所固定しま
す。

5

ヘッドアセンブリー
の上側にこのロック
機構がくるように
セットしてくださ
い。

ブラケットのタブ

ポストの内側部分

■スタンドの高さ調整について
　　　スタンドの高さを調整するときは、必ずディスプレイを取
　　　り外してから行ってください。

　　　突起物で手指の怪我を防ぐため、手袋を用いるなどして慎
　　　重に作業をしてください。

スタンドの高さを調整するときは、グレーで示した位置をしっか
りつかんでください。

7

■ディスプレイを取り付けるには
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■ディスプレイブラケットの組み立て
　ディスプレイ取り付けブラケットの内容については本取扱説明
　書の4ページの掲載内容をご覧ください。

下記の図のように（T）たてブラケットをディスプレイの背面の
壁付け固定ビスに合うように取り付けます。

あらかじめディスプレイのセンター位置を①のようにマーキング
しておき、たてブラケットの中心部にある切り欠きに合うように
取り付けます。

　　　ディスプレイのセンター位置は、特に民生用のディスプレ
　　　イの場合、背面の壁付け固定ビスの中央位置とは必ずしも
　　　合致しない場合があります。

ディスプレイとたてブラケットを下図のように取り付けます。こ
のとき、ディスプレイとたてブラケットの間にくぼみがあるタイ
プのディスプレイの場合は付属のスペーサーを用います。
ディスプレイ取り付けビスがM6やM5など、細いタイプのビス
で固定する場合には、（R）のように適切なサイズのワッシャー
を取り付けます。

6

■よこブラケットの組み立て
（S）よこブラケットを（T）たてブラケットの溝に乗るように
セットします。このとき、ディスプレイのセンター位置が横ブラ
ケット中心に開いているひし形の識別穴と合うようにしてくださ
い。

丸穴

長穴

下図のように（S）よこブラケットを下側にも取り付けますと
ちょうど「♯」のような形状となります。このとき（S）よこブ
ラケットのセンター位置は上下で垂直になるようにして（A）ビ
スで各コーナー2箇所ずつ固定します。

8

9

10

11
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■ディスプレイの取り付け
下記の図のようにブラケットを取り付けたディスプレイをヘッド
アセンブリーにある4箇所の溝に引っ掛けます。

　　スタンドにディスプレイを取り付ける際には、2名以上で　
　　行ってください。特に20kg以上のディスプレイを1名で持
　　ち上げることは大変危険です。

拡大図は下記のとおりです。図のようにディスプレイブラケット
についているボタン状の丸いノブが4箇所のキャッチに確実に
ロックするようにとりつけます。

このとき、ロッキングフラッグはディスプレイをセットするとき
にカチッと音がしてロックします。

ディスプレイをロックした後は盗難防止用のホールを利用して市
販の南京錠を用いて固定してください。

盗難防止用ホール
南京錠をセットしてください

12

13

■ディスプレイの角度調整

■ケーブルアクセスホールとキャップ

ディスプレイの傾斜角度を調整するには下記の図のように①のノ
ブをゆるめてプラスマイナス15度の範囲でお好みの角度にディ
スプレイを調整することができます。
調整が終わりましたらノブをしっかり締めてください。
また、角度を調整しない状態で固定したい場合は、③のところに
穴が開いていますので、角度を0度にした状態で市販のボルト
ナットを挿入します。
ボルトナットはM6-80mmのものをお買い求めください。

本製品にはケーブルを通す穴が開いています。下図を参考にして
ケーブルを通し、スタンドの外側の柱には使用しない穴を保護す
る付属のキャップを取り付けてください。

14

15
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■スタンドの固定
スタンドはスタンドベースに設けられている7箇所のサービス
ホールを利用してコンクリートアンカー固定してください。
サービスホールは 5/16”、3/8”またはM8のアンカーが利用可能
です。

　　スタンドを移動する際には、ディスプレイの前側から引かな
　　いようにしてください。

16
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首都圏　〒135-0063　東京都江東区有明3-7-18 有明セントラルタワー 8F　
TEL：03-3527-8660　FAX：03-3527-8666

関　西　〒564-0062　大阪府吹田市垂水町3-18-25
TEL：06-6836-7827　FAX：06-6310-6144

● システム販売事業部　

CHIEF正規輸入総代理店
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